
春日井民商だより
5月13日愛商連共済会総会が開かれました
13 日、愛商連共済会総会が、名古屋市（労働会館東館ホール）で行われました。開会のあいさつの後、鈴木理事長
の挨拶では、はじめに消費税増税反対の運動に触れ、「我々の運動により、民主党は『逆進性が高く、低所得者に負

担が重い』という声を無視できなくなってきている」「手当や給付を行うことを検討しているというが、現実的に見

てどうやって個人個人に渡すのか理解できない」と話されました。また、「３・１１東日本大震災で激励訪問した際、

一番多く聞かれた声は『今すぐ現金が欲しい』という率直で切実な願いでした」と全商連共済会が、早急に１億７千

万円の給付を行ったことを紹介。「共済会の運動は被災して苦しむ人、家族を亡くした人、病気で動けない人のため

にある。助け合いをすすめることが、共済会の運動だと思います」と結ばれました。続いて、愛商連の太田会長が「今、

ＴＰＰ参加によって共済会が潰されようとしている。私たち県連・全商連は民商の助け合い共済をなんとしても守り

抜きたいと思っている」と挨拶。全商連共済会の鎌田理事長からのメッセージが紹介され、運動方針の提案、決算・

予算の提案、会計監査報告と議事がすすみました。

共済会の活動でこの一年、前進を作り出した３民商の代表発言があり、知多北部民商から「全商連６０周年の歴史

の話をしながら歯ブラシセットを渡すために、ほぼ全会員を訪問した」「長寿祝金は本当に喜ばれるが、本来は国が

やるべき活動だ」と発言、名古屋中民商の会員比７割の共済会を組織した取り組

みや岡崎民商の会全体の取り組みとして共済会の運動を位置づけることが大切だ

という発言がありました。

午後からは、『より良く食べるは より良く生きる』と題して、「保険でより良

い歯科医療を」愛知連絡会会長の大藪憲治先生より健康講座が開かれました。

議事は、まとめの報告・各種採択とすすみ、新役員を選出し、無事に終了しま

した。春日井民商からは代議員として４名が参加し、愛商連共済会常任理事とし

て長谷川さんが参加しました。
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春日井民商第46回定期総会を開催します
とき 5月25日(金) 午後７時～ ところ グリーンパレス春日井（2階）

※民商会員はどなたでも参加できます。開場・受付開始は６時半です。弁当を準備します

春日井民商簿記教室を開講します
6月14日(木)から毎週木曜日､２時間

８回コースで予定しています。
受講料は，８回通しで１万円です（春日井民商会員以外は15,000円）

午前・午後・夜のどの時間帯で開催するかは希望を聞いて決めますの

で「一度挑戦してみよう」という人はご連絡下さい。

《青年部主催》日常的な会計処理なんでも相談会のお知らせ

第2回の相談会を次の日程で行います
6月14日(木) 午後2時～

4月に開催して好評だった《会計処理なんでも相談会》の第 2回です。
5 月 24 日(木)には、第 1 回目に参加できなかった人を対象に《相談会》

を行います。時間は、10 時、2 時、7 時の 3 回を予定しています。不明な
点はお問い合わせ下さい。

15日までの会費集金にご協力をお願いします 会計 山崎 孝亀


